
第４回都市計画マスタープラン等改定検討小委員会 改定・見直し検討の見取り図

都市計画マスタープラン
都市計画区域の整備、開発及び

保全の方針（「整開保」）
都市づくりの歴史
横浜の原風景 / 文明開化の港町 / 震災・戦災からの復興 / 都市の成長と構造変化 / 成長の時代からの転換

都市の変化の兆し
５つのテーマ（経済、暮らし、賑わい、環境、安全安心）ごとの社会動向の分析 / 都市空間の分析 / 関連計画 / 小委員
会でのご意見

目指すべき横浜の都市像 目標年次：概ね20年後の2040年

未来をひらく次世代に誇れる都市づくり
将来の都市構造都市づくりの基本理念

横浜らしさ
開放的で進取の気風に富む市民力、個性的で魅力あふれる地域社会

世界から見た横浜
世界一暮らしやすい都市、新たな価値を発信し続ける都市

日本における横浜
歴史、個性を生かした美しく魅力的な都市、交流・賑わいの拠点

市民から見た横浜
充実した余暇時間を過ごすことができる、安心して住み続けられる

p.26～37

都市づくりのテーマと方針

３方針

p.5～10

都市像の実現にあたって

・多様な主体との連携
多様な主体の取組との連携、実験的な取組の積み重ね

・持続可能な都市経営
企業集積、人口誘導などにより都市活力が向上し、新

たな都市づくりに還元される都市経営のサイクルを構築

・土地利用制度の戦略的な活用
土地利用制度を戦略的に活用するしくみ

・都市空間のデザイン
地域への愛着や新たなチャレンジによる魅力的な景観形成

・デジタル技術の活用
市民や企業による新たな都市づくりを活発化

土地利用制度の戦略的な活用

○土地利用特性に応じたエリア
土地利用特性によるエリアごとの都市計画の

基本方針
★整開保の方針等をベースとしてまとめる

地域別構想の方向性

○区プラン
区ごとの「まちづくりの方針」
★区民や事業者等がまちづくりに参加する
きっかけ

★分かりやすく・身近なもの

・都心機能強化に繋がる居住機能の立地誘導
都心部に相応しい住宅などを整備する計画に対して、現行よりも住宅容積利を緩和

・大学機能強化に向けた土地利用誘導
大学の再投資などに向けた現状の規制や許可基準等の見直し

・都市機能と農業機能を強化する土地利用転換の誘導
基盤整備と併せた都市的土地利用誘導+市街化調整区域を維持した農業機能強化

・立地適正化計画の策定検討
安全安心の方針づくり、国庫補助の更なる充当、今後の他施策への展開・連動

・郊外部等の主要駅周辺への居住誘導
立地適正化計画と連動した、駅周辺への緩やかな人口誘導

１ はじめに
見直しの経緯・目的、都市計画区域の範囲

２ 都市計画の目標
目標年次、都市づくりの基本理念、都市構造
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３ 区域区分の
決定有無・方針 ４ 主要な都市計画の決定方針
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第８回線引き全市見直し

・市街化区域への編入を行う必要がある区域
既に市街化区域と同様の水準

・市街化区域への編入を行うことが望ましい区域
戦略的・計画的に土地利用を進める

・市街化調整区域への編入（逆線引き）
一団の緑地等

・市街化区域への編入が考えられる区域
市街化区域の縁辺部で地域の合意形成、事業の見通し

・事務的変更

○概要・方針

○線引き見直し基準
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